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課題分類：
研究課題：メロンえそ斑点病の発生実態と防除対策

（メロンえそ斑点病の総合防除対策）
担当部署：道立 花・野菜技術センター 研究部 病虫科・野菜科
予算区分：道費
研究期間： ～ 年度（平成 ～ 年度）

１．目的
土壌伝染性のウイルス病であるえそ斑点病に対する土壌消毒法は臭化メチル剤の全廃に
伴って有効な薬剤がなくなるため，これに代わる防除対策の確立が強く要望されている。
そのため，薬剤に頼らない耕種的・物理的な防除法として抵抗性台木や灌水太陽熱消毒
に取り組み，えそ斑点病に対する効果とその利用法を検証する。

２．方法
１）道内における発生実態調査，２）媒介菌 の根部寄生観察法， ３）各品種の
感受性評価と台木品種の導入による防除， ４）土壌消毒法を利用したえそ斑点病防除対策
３．成果の概要
１）診断サンプルおよび実態調査から 支庁 市町村で発生を確認した（ ）。ウイ図１
ルスの系統は および で， 系統が優占している。

２）メロンを連作しているハウスでは翌年も発生し，連作が第一の発生要因である。抑制
作型のみでメロンを栽培後，翌年に半促成栽培を行っても発病は見られる。とうもろこ
し（スイートコーン）との輪作で発病が認められない事例があった。土壌 が低い
と発病が少ない傾向であった。

３）小型ポットに汚染土壌を詰めてメロンを栽培し， ℃， 週間程度育苗すると根部に
寄生する 菌を観察できた。汚染土壌等の 菌量の把握に活用できる。

４）「どうだい 号」，その親系統（「 」 「 」），「 」，「空知台交
号」，「にげ足 号」，「 」，「 」，「快足にげ足」および民間 社育成
系統はえそ斑点病に対して抵抗性であった（ ）。既に市販されている実用的な表１，２
台木品種は「どうだい 号」，「にげ足 号」，「 」および「 」である。
また，「空知台交 号」も実用的に十分期待できる。

５）台木の抵抗性は穂木に移行しないことから，接ぎ木時の穂木胚軸の切り忘れ，接ぎ木
不良や深植えによる穂木不定根の発生に注意が必要である。台木利用で発病がなかった
ハウスでも，翌年自根栽培を行なうと発病が見られた。

６）発病が多かった品種は「パブリレッド」，「いちひめ」，「ビューレッド」および
「妃（春秋系）」である。

７）平成 年に灌水太陽熱消毒（残渣を搬出し，十分灌水してハウスを密閉する方法）
を実施した ハウス中 ハウスで全く発病が認められなかった（ ）。その他ハウ表３
スでも約 ％以下の発病株率に留まった。しかし，平成 年は夏季の高温が認めら
れず， ハウスで防除効果が認められなかった。また，灌水太陽熱消毒の効果は 作
しか期待できない。

８）灌水太陽熱消毒を実施することで，土壌中の 菌の密度も低下する。乾熱条件
と湿熱条件で 菌の死滅状況を比較すると，相対的に湿熱条件の方で死滅量は
増加した。 ℃を継続しても 菌を完全に死滅させることは難しい。

９）灌水太陽熱消毒による土壌温度と防除価との相関は ℃以上の累積時間下で
防除価 以上が期待できる目安は 下で ℃で最も高かった（ ＝ ）。

以上が 時間（ 信頼区間で ～ 時間）以上である。
）えそ斑点病の防除対策を にまとめた。図２



道内におけるえそ斑点病の発生図１

４．成果の活用面と留意点
１）メロンに発生するえそ斑点病防除の資料とする。
２）「どうだい 号」および「空知台交 号」（種苗登録申請予定）の台木特性は試験成
績（メロンえそ斑点病抵抗性台木「空知台交 号」 平成 年度 ，メロンえそ斑点病
およびつる割病（レース 菌）抵抗性台木「空知台交 号」 平成 年度 ）を参照
する。その他抵抗性品種は予め産地の栽培状況および台木特性を十分把握して導入する。

５．残された問題とその対応
１）抵抗性台木および灌水太陽熱消毒の継続年数と伝染源，媒介菌の動態との関係
２）露地（トンネル栽培）での防除対策 ３）本病と果実症状との関係

**　前年度の発病株率
・輪作を可能な限り導入（作物転換，ハウス移転等）
・メロン生育の適切な ～ を守る

メロンえそ斑点病に対する防除対策の流れ


